CSR経営特論
企業の持続的発展のためには、ステークホルダー全体を考慮したガバナンスが必要である。従来、企業は経済的価値の追求にほとんどの力を集中させてきた。しかし、地球環境の悪化から環境問題への対応を迫られるようになった。当初は法規制への対応でしかなかったものが、環境保全と経営が両立し、なおかつ経営に付加価値を与えるまでになってきた。さらに企業には環境に限らず広く社会的責任を果たし、経済的価値と同様に社会的価値を創出することが求められている。そこでCSRへの的確な対応を探り、21世紀に生き生きと躍動感のある企業、企業人であるための方向性を提示する。

1． いまはやりのCSRとは何か？(買い手よし、売り手よし、世間よしの三方よしの思想について)
2． SRIとは何か？(君たちも社会的に意義ある仕事をするなら投資してもらえる？)
3． CSR世界の潮流(イギリス、フランス、ドイツ、アメリカ、中国、タイ等の取り組みの現状)
4． 日本におけるCSRの課題と今後の方向性(日本企業のステークホルダーとの新しい関係と最近の変化について)
5． 労働問題とCSR（ILOの三者宣言やOECDの多国籍ガイドラインについて）
6． CSR関西優秀企業(担当者)に聞く(関西電力のCSRへの取り組みを聞く)
7． 消費者とCSR(Ⅰ)（CSR〈Consumer Social Responsebility〉消費者の社会的責任について）
8． 消費者とCSR(Ⅱ)(より多くの消費者が満足する製品･サービスの提供について)
9． 環境とCSR(エコロジカルフットプリントから考える循環型社会へのパラダイムシフトについて)
10．コミュニティーとCSR(地域に愛される企業は地域とどのような協働をしているか)
11．CSRマネジメントシステム(企業のステークホルダーに対する戦略的取り組みとそのマネジメントシステムの構築)
12．テスト or レポート

